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• 東京とボストンで育つ
• 聖心インターナショナルスクール卒業
• 筑波大学生物学類1年

• 藻類の研究でサステナブルな社会に
貢献することが夢

• 英語と日本語の専門用語を
身につけたい

• 留学生が多い国際的な環境

自己紹介



リモートワークと
IT活用がスタンダード

• 自分に合ったペースや場所を選択
• ６２％の筑波大生がコロナ終息後
もオンライン授業を希望

• デジタルツールで国際的な交流が
可能

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ITを活用した学習と生活が当たり前になっている。
私が卒業した学校では、５年生からノートパソコンを一人一台持ち、レポートやプレゼンテーションなどに活用している。一斉休校の発表時にはすぐに全ての授業がオンラインに切り替わり、大学の授業も半分以上はオンラインで行われる。
zoomを利用した海外の大学との英語交流や、環境問題に関する活動に参加している。
オンライン学習は、講義や課題を自分のペースで進めやすく、場所を問わずに授業を受けられるメリットから、去年行われた筑波大学の調査で、62%の学生がコロナの終息後もオンライン授業を続けて欲しいと回答した。
デジタルツールによって、海外の大学の授業をより簡単に受けられたり、海外の学会に参加できたりと、国際的な交流が可能になる。これらのメリットは、リモートワークにも通用するので、多くの学生が就職後も一部にオンラインの活用を期待すると考えられる。
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オンラインのみの
コミュニケーションには限界

• SNSだけでは孤独だと感じる・憂鬱な気分になる
• オンラインで交流関係を築く難しさを痛感
• 孤立化を防ぐ取り組みが必要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コロナ禍で対面での交流の重要性を再確認した。
コロナ禍での大学への進学は、対面の交流が少なく、友達作りが困難であり、先輩に出会う機会もほとんどない。
SNSだと対面であったことがない人とは話しづらく、感情が伝わりにくい。SNSを使い慣れている友人たちも、コロナ禍で孤独だと感じることが増えたと話している。
仕事でも人の繋がりを意識した働き方が必要。例えば、本社から離れて働く人がアクセスできるシェアワーキングスペースや、オンラインでも頻繁にコミュニケーションをとるメンターやチームを割り当てることで、柔軟な働き方に対応しながら、従業員の孤立化を防げる。
大学入学時にオンラインで交流関係を築くことが難しかった。新しい職場では、特に初めは対面での交流を多くし、頼れる先輩や、相談できる同僚を見つけることが重要。�



多様性を活かした
持続可能な働き方

• 仕事と子育てや趣味などを最適に両立する
方法は人それぞれ

• 様々な国籍、ジェンダー、ライフスタイル
の人が働きやすい環境が必要

• 多様な人が生涯を通して働きやすい
「持続可能な働き方」が求められる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最適な働き方は、それぞれの価値観やライフスタイルによって異なるので、多様性に配慮した柔軟な仕事環境が必要。
急激に進むグローバル化の中で育ったZ世代は多様性に価値があると考える人が多い。
インターネットを使って国際的な交流をする中で、国内の働き方の課題への気づきが増えている。例えば、私は日本が他の先進国に比べて大きく遅れをとる、女性活躍や長時間労働の問題を懸念している。
働くモチベーションがある人なら誰でも働くことができ、働き続けたいと思える環境を作るためには、時間や場所の自由が生まれるリモートワークが常に選択肢としてあることが必要。多様な人材が生涯を通して働ける「持続可能な働き方」が求められている。
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